
＜終戦の日＞天皇陛下「深い反省」…全国戦没者追悼式 

毎日新聞 8 月 15 日(土)  

 ７０回目の終戦記念日の１５日、政府主催の全国戦没者追悼式が東京都千代田区の日本

武道館で正午前から開かれ、天皇、皇后両陛下や遺族ら約７０００人が参列した。安倍晋

三首相は式辞で「戦争の惨禍を決して繰り返さない」と不戦を誓った。天皇陛下は、おこ

とばで「さきの大戦に対する深い反省」に戦没者追悼式で初めて言及された。 

 

 安倍首相は、歴代首相が言及してきたアジア諸国の戦争犠牲者への加害責任や「哀悼の

意」「深い反省」には一昨年、昨年に続いて触れず、世界の国や地域の繁栄のために歩んで

きた戦後日本の姿を強調。「今を生きる世代、明日を生きる世代のために、国の未来を切り

開いていく」と述べた。 

 

  正午の１分間の黙とうの後、天皇陛下は、日本が「国民のたゆみない努力と、平和の存

続を切望する国民の意識」に支えられ平和と繁栄を築いたと述べ、初めて「さきの大戦に

対する深い反省」を語り、「戦陣に散り戦禍に倒れた人々に対し、心からなる追悼の意を表

し、世界の平和と我が国の一層の発展を祈ります」と述べた。続いて、遺族代表らが追悼

の辞を述べ、その後の献花には９歳から１７歳の遺族６人が青少年代表として初めて参加

した。 

 

  １４日に閣議決定した戦後７０年の首相談話は「我が国は、先の大戦における行いにつ

いて、繰り返し、痛切な反省と心からのおわびの気持ちを表明してきた」と述べたうえで、

「歴代内閣の立場は今後も揺るぎない」としている。 

 

  １９３７年７月に始まる日中戦争と４１年１２月開戦の太平洋戦争の戦没者は軍人・軍

属約２３０万人と民間人約８０万人の計約３１０万人と推定されている。厚生労働省によ

ると、参列を予定する遺族のうち戦争を直接知らない戦後生まれは１１０９人（２０．１％）

と初めて２割を超えた。一方で戦没者の妻は１４人と過去最少で、遺族の世代交代が進ん

でいることを印象づけた。【古関俊樹】 

 

終戦の日：天皇陛下おことば全文…全国戦没者追悼式 

 

 「戦没者を追悼し平和を祈念する日」に当たり、全国戦没者追悼式に臨み、さきの大戦

において、かけがえのない命を失った数多くの人々とその遺族を思い、深い悲しみを新た

にいたします。 

 終戦以来既に７０年、戦争による荒廃からの復興、発展に向け払われた国民のたゆみな

い努力と、平和の存続を切望する国民の意識に支えられ、我が国は今日の平和と繁栄を築



いてきました。戦後という、この長い期間における国民の尊い歩みに思いを致すとき、感

慨は誠に尽きることがありません。 

 ここに過去を顧み、さきの大戦に対する深い反省と共に、今後、戦争の惨禍が再び繰り

返されぬことを切に願い、全国民と共に、戦陣に散り戦禍に倒れた人々に対し、心からな

る追悼の意を表し、世界の平和と我が国の一層の発展を祈ります。 

 


